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市民体育センター  春 期 スポーツ 教 室 受 講 生 募 集！
申込方法　⑴か⑵のいずれかの方法で申し込んでくだ
さい。
⑴市民体育センター窓口（受付 8：30～19：30）　返
信用はがき、またははがき代52円をお持ちください。
⑵往復はがき　往復はがき往信の裏面に、①受講希望
教室名・コース名②受講生氏名③年齢（生年月日）④
郵便番号⑤住所⑥電話番号⑦託児希望の有無（該当
教室のみ）を書き、返信の表面に①郵便番号②住所
③氏名をそれぞれ書いて、彦根市民体育センターに
申し込んでください。
申込期限　⑴、⑵とも 4月13日㈬（消印有効）
▶申し込みは、市内に在住・在勤・在学 ( 園 ) の人に

限ります。
▶申し込みは、各教室の各コースごとに１人１枚に限
ります。連名での申し込みはできません。

▶申込者多数の場合は、抽選のうえ、受講者を決定し
通知します。（別途、手続きが必要です）

▶託児は有料です (１人１回につき200円 )。託児の対象
は、生後６か月以上（5月13日現在）から小学校就
学前までです。

問い合わせ先　彦根市民体育センター（〒522-0002
　松原町3751-７）☎23-2293、FAX23-2294
※毎週火曜日と祝日の翌日は休館日。都合により、日
時・内容などを変更する場合があります。
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教室名 期間・時間 回数・受講料対象・定員

5月13日～7月29日
金曜日 9：30～10：30

2・３歳児（平成24年4月2日生
～同26年4月1日生）と保護者 
25組(託児有)

全12回
6,720円①親子キラにこフィットネス

5月18日～8月3日
水曜日 14：00～15：00

5月18日～8月3日
水曜日 15：15～16：15

４歳児（平成23年4月2日生
～同24年4月1日生）
各コース30人

全12回
5,520円②チビッコ体操　年中コース

A

B

5月16日～8月8日
月曜日 14：00～15：00

5月16日～8月8日
月曜日 15：15～16：15

5歳児（平成22年4月2日生
～同23年4月1日生）
各コース30人

全12回
5,520円③チビッコ体操　年長コース

A

B

5月16日～8月8日
月曜日 10：00～11：30

16歳以上
45人(託児有)

全12回
6,120円⑤太極舞＆ヨガ

5月7日～7月23日
土曜日 10：00～11：00

小学1～3年生
30人

全12回
5,520円④ジュニアスポーツ

5月18日～8月3日
水曜日 10：00～11：30

16歳以上
45人(託児有)

全12回
6,120円⑥エアロビクス＆ボディシェイプ

5月18日～8月3日
水曜日 18：30～19：30

16歳以上
30人

全12回
5,520円⑦ステップエアロ

5月18日～8月3日
水曜日 19：40～20：40

16歳以上
35人

全12回
5,520円⑧夜ヨガ

5月19日～8月4日
木曜日 9：30～10：30

5月19日～8月4日
木曜日 10：45～11：45

16歳以上
各コース35人
(託児有)

全12回
5,520円⑨ヨガ

A

B

5月13日～7月29日
金曜日 10：45～11：45

16歳以上
45人

全12回
5,520円　フィットネスフラ

5月13日～7月29日
金曜日 18：30～19：30

16歳以上
45人

全12回
5,520円　ポルドブラ＆コアトレ

5月13日～7月29日
金曜日 19：40～20：40

16歳以上
45人

全12回
5,520円　エンジョイエアロ

5月23日～8月1日
月曜日 19：00～20：30

16歳以上
25人

全8回
4,080円　スマイルフィットネス

5月13日～7月29日
金曜日 13：30～14：50

5月13日～7月29日
金曜日 15：00～16：20

55歳以上
各コース45人

全12回
5,520円

A

B
　シニア健康体操
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彦根の文化芸術を担う子どもたち
ひこね子ども文芸作品特選受賞者表彰式
ひこにゃん子ども文化芸術大賞表彰式
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。

　

授
賞
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に
は
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
も
登
場
し
、
メ
ダ
ル
を
つ

け
た
受
賞
者
と
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

※
学
年
は
、
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で
す
。

　私が国際交流員として来日して、4 月で丸 2 年
になります。昨年と同じように、自分が今まで体
験したことや感じてきたことを振り返って書いて
みたいと思います。
　1 年目はブラジルで普通にしていたことさえも
1 人でできなくて、悔しい気持ちを抱えた一方、何
もかもが新鮮で新しい発見が毎日のようにありま
した。2 年目は日本の生活に慣れてきて、1 人で
できることが増えました。
　しかし、どんなに頑張っても自分を受け入れて
くれる居場所がないと感じてしまい、他人を信頼
できなくなり、失敗と孤独感をたくさん味わいま
した。そのたびに、「家族、友だち、今までの私を
全部置いてきて、日本に来た意味が本当にあった
のかな？」と悩む日々がずっと続きました。
　そんな時、「石の上にも三年」という日本のこと
わざを聞いて、とても心に響きました。なぜなら、
このことわざを聞いたときに、「私がここにいる意
味が今、目に見えなくてもいい」と考えられるよ

うになったからです。「日本に来てどうするつもり
ですか」とよく聞かれますが、もしかしてここに
住むこと自体に意味がある体験になっているかも
しれません。そんな風に考えると、肩の力を少し
抜くことができました。
　何事も「早い者勝ち」がいいとされる傾向があ
り、スピードを争う今の時代では、このことわざは
通用しないところもあると思います。しかし、「努
力しても結果はすぐ見えるものではない」という
メッセージがとても大切だと感じました。そして、
このことわざを聞いて、日本人の考え方について
また一つ理解できたと思いました。
　この「ナターリャの部屋」も、私の力の源の一つ
になっています。毎月、コラムのテーマを考えて
書くのは難しいと思うこともありますが、いつも
皆さんからの感想を聞いて、いろいろ勉強になっ
ています。
　3 年目にはどんな体験ができるのか私自身も
分かりませんが、前向きに明るく頑張りたいです。
これからもこの紙面を借りて「外国人としてのナ
ターリャ」だけではなく、「人間としてのナター
リャ」の気持ちを伝えていきたいです。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】　

心に響いた日本語の言葉

ナターリャ
　　の部屋

第22回
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